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新年度の
一般会計予算は
133 億 9000 万円で、
昨年度比 21 億 6800 万円
（19.3％）の増。

会計区分
一般会計 １３３億９０００万円

２１８億１２４１万円

　　　　　　　　　　　　　　１万円
　２８億７９９５万円
　２４億８４２１万円
　　５億４９９０万円
　５９億１４０７万円
２５億　８３４万円下水道事業

全会計の合計

土地取得
国民健康保険事業
介護保険事業
後期高齢者医療
特別会計の計

予算額

特
別
会
計

詳細は広報しみず４月号を
ご覧ください。

フォーカスフォーカスフォーカスフォーカス
　
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
27
日
か
ら
３
月
21
日

ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
事
業
会
計
の
予
算
、
令
和
６
年
度
の
各
会
計
補
正
予

算
な
ど
33
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
代
表
質
問
４
人
、
個
人
質
問
３
人
、

計
７
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

３月定例会

最大予算最大予算過去過去

笑街健幸
パスポート事業

しょうがいけんこう

433 万円

まちづくりへ 健幸へ
玉川卸団地線周辺地区
土地区画整理事業

１億 60 万円

地域公共交通計画
策定
585 万円

最大予算最大予算過去過去
新年度事業を新年度事業を新年度事業を新年度事業を

令和７年度令和７年度
一般会計予算一般会計予算 未来未来のためにのために未来未来のためにのために

安全・安心へ
富士山火山防災マップ

作成業務
165 万円

公共施設防犯カメラ
設置事業
29 万円

子供たちへ
南小学校北校舎
改築事業

14 億 9580万円

小学校タブレット端末
更新事業
１億 540万円

多様な教育支援
推進事業
8385 万円

中学校給食食器
更新事業
944 万円

事業を見直し一方で

■健康まつりの中止
■鯉のぼりフェスタの中止
■ランニングバイク大会の中止
■湧水まつり・農業祭の予算削減
■高齢者インフルエンザ予防接種自己負担額の引き上げ  など
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令和７年度 一般会計予算

　　

討論      一般会計予算

　
　
心
臓
ド
ッ
ク
の
助
成
事

業
の
内
容
は
。

　
　
対
象
者
は
20
歳
以
上
の

国
保
被
保
険
者
と
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
岡

村
記
念
病
院
で
受
診
で
き
る
。

　
助
成
額
は
、
受
診
料
の
2

分
の
1
で
2
万
５
０
０
０
円
。

申
請
は
年
1
回
、
病
院
に
予

約
後
、
町
に
事
前
に
行
う
。

　
　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
自
己
負
担
額

を
引
き
上
げ
た
理
由
は
。

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
た

め
、
自
己
負
担
額
５
０
０
円

を
沼
津
市
、
裾
野
市
、
長
泉

町
と
同
様
に
、
１
２
０
０
円

へ
と
引
き
上
げ
た
。

　
　
対
象
施
設
拡
充
に
よ
り
、

予
約
や
使
用
し
づ
ら
く
な
る

な
ど
の
懸
念
が
あ
る
が
、
対

策
は
。

　
　
予
約
方
法
や
利
用
申
請

の
ル
ー
ル
を
見
直
し
、
不
公

平
感
の
な
い
よ
う
に
検
討
す

る
。

　
ま
た
、
新
た
に
対
象
と
な

る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
が
使
え
る
時
間

帯
を
平
日
の
昼
間
の
み
と
し
、

防
災
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
も
利
用
状
況
を
み
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
土
地

利
用
方
針
策
定
業
務
の
内
容

は
。

　
　
昨
年
度
の
業
務
内
容
に

基
づ
き
、
土
地
利
用
方
針
と

地
区
計
画
案
を
作
成
す
る
ほ

か
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、
立
地
適
正
化
計
画
を

改
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
土
地
区
画
整
理
事
業
技

術
的
援
助
に
伴
う
区
画
整
理

設
計
業
務
等
の
内
容
は
。

　
　
土
地
区
画
整
理
の
設
計
、

都
市
計
画
道
路
の
路
線
測
量

及
び
予
備
設
計
、
関
係
機
関

等
の
事
前
協
議
に
関
す
る
業

務
や
不
動
産
鑑
定
等
を
実
施

し
、
事
業
化
に
向
け
た
さ
ら

な
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
西
間
門
新
谷
線
第
７
工

区
の
完
成
目
途
は
。

　
　
令
和
７
年
度
で
完
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

土
地
利
用

問

問問

　健幸パスポート事業の拡充や心臓ドック助成制度の
創設など、これまで以上に笑街健幸のまちづくりを目
指す姿勢が感じられる。
　また、玉川卸団地線周辺地区土地区画整理事業の
促進や（仮称）新的場公園整備事業などのインフラ
整備、南小学校北校舎の改築事業のほか、小学校Ｇ
ＩＧＡスクール端末更新、小学校低学年学校生活支
援員や特別支援学級支援員などを配置するなど評価
できる。

（向笠 達也 議員）

ントが中止・縮小され、高齢者には冷たい町、子供を
持つ世帯には他市町への移住を考えるきっかけになっ
てしまう可能性もある。
　南小北校舎の建設費は、既に支出した関連経費を
含めると約 19 億円、８年度から予定されている沼津
市新中間処理施設建設負担金も３年間で約 37 億円
と、大きい支出が予定をされている。今後、町民にし
わ寄せが増えてくるのではないか。

（吉川 清里 議員）

　予算全体のうち、自主財源は約 73 億円
で全体の 54.5％と自主的かつ安定的な行
財政運営が維持されている。

　物価高騰で苦しい生活を強いられてい
る中、生活を助ける中身にはなっていない。
　また、高齢者や子供関連の事業やイベ

答

答答

健幸づくり、インフラ整備、教育の予算 町民生活を助ける予算ではない

高
齢
者
予
防
接
種

笑
街
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト

道
路
整
備

問答

反対
です

賛成
です

 令和７年度
　 予算審議

心臓ドックで急性心筋梗塞や大動脈疾患などの
突然死の原因を早期発見

心
臓
ド
ッ
ク

問問 答答
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令和７年度 特別会計予算
　
　
一
般
会
計
か
ら
の
そ
の

他
繰
入
金
が
増
額
と
な
っ
た

理
由
は
。

　
　
保
健
事
業
費
の
財
源
不

足
を
一
般
会
計
で
補
う
よ
う

に
見
直
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
保
険
給
付
費
が
増
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

　
　
医
療
の
高
度
化
や
被
保

険
者
の
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
高
額
と
な
る
50
歳
以
上

の
被
保
険
者
が
、
全
体
の

65
・
１
％
を
占
め
る
こ
と
な

ど
が
要
因
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
支
援
情
報
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
。

　
　
支
援
情
報
の
７
項
目
の

ほ
か
、
高
齢
者
関
連
事
業
の

相
談
先
や
連
絡
先
を
掲
載
す

る
。
年
度
内
の
完
成
を
目
指

し
、
完
成
後
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
と
す
る
。

　
　
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

助
成
事
業
の
概
要
は
。

　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

う
ち
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

が
中
等
度
難
聴
（
40
デ
シ
ベ

ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
）

で
医
師
が
補
聴
器
を
必
要
と

認
め
る
方
が
対
象
。
助
成
額

は
、
購
入
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
は
３
万
円
、
申
請

は
１
人
１
回
と
す
る
。

　
　
町
内
の
下
水
道
の
普
及

率
と
耐
震
化
率
は
。

　
　
令
和
６
年
度
末
で
、
普

及
率
は
約
83
％
、
耐
震
化
率

は
約
89
％
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
整
備
の
完
了
時
期
と
耐

震
化
の
完
了
時
期
は
。

　
　
整
備
は
令
和
18
年
度
ま

で
に
、
耐
震
化
は
令
和
11
年

度
ま
で
に
完
成
を
目
標
に
進

め
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

下
水
道
事
業

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

答

　

討論   国民健康保険事業特別会計予算   

討論   介護保険事業特別会計予算   

討論   下水道事業会計予算   

　効率的な基金運用により、前年度の税
率を据え置くなど被保険者の経済的負担
の軽減を図る努力が認められる。　　　　　  

 （寺島 俊郎 議員）

　補聴器の購入が必要な高齢者に対する
助成費を新たに計上するなど、より一層の
介護サービス・事業の拡充を図っていく姿

勢が見られる。     　　　　   　   （松下 尚美 議員）

　使用料の増額改定など、財政基盤強化
を図るほか、積極的に未普及解消に取り
組むなど、適正な事業運営が認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　（海野 豊彦 議員）

　今後、人口が減少する中で、より料金負
担が重くなる。企業会計ではあるが、一般
会計からの繰り入れや点検、補修のための

補助金を国へ要求すべきである。    （吉川 清里 議員）

　財源として介護保険の基金を使用するこ
とには疑問がある。基金から支出をするの
ではなく、一般財源で支出をするべきでは

ないか。　  　　　　 　　　 　    （森野 夏歩 議員）

　今後も財源不足が続く可能性があり、
法定外の一般財源繰り入れを増やす、抜
本的に国庫負担率を引き上げるようにする

べきである。　   　   　　　　  　（森野 夏歩 議員）

税率を据え置き適正に編成された予算

新たな保健福祉事業費等を評価

適正な事業運営が認められる

一般会計からの繰り入れと国の負担率増を

補聴器購入助成の財源に疑問

下水道料金引き上げを前提にした予算

賛成
です

賛成
です

賛成
です

反対
です

反対
です

反対
です
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反対
です

反対
です

賛成
です

賛成
です

　

　

討論   

討論   

特別職の給料等に関する条例及び議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正（限度額 220,000 円から 240,000 円に引き上げ）

く。町にも同様に、健全な財政運営とともに住民福祉
の充実に努めるよう期待する。  　  

（田代 稔 議員）

ある。今後は、健康増進、医療費抑制の取組を期待
する。　　　　　　　　　　　  　（寺島 俊郎 議員）

賛成できない。
　議員の役目は不十分であり、町民の生活支援を優先
すべき。　　　　　　　　　　　　（吉川 清里 議員）

である。国に対して抜本改革を迫るべき。
　　　　　　　　　　　　　　    （森野 夏歩 議員）

　報酬等審議会の答申を踏まえた内容で
適正なものである。
　議員は、その活動をより一層精進してい

　今回の改正による増収見込額は、大き
い額ではないが、医療の高度化等に伴い、
医療費が増加傾向にあり、必要な措置で

　報酬の引き上げは、報酬等審議会の答
申に基づくもので理解できるが、昨今の
物価高騰が町民生活への影響を考えると、

　国の言いなりで限度額の引き上げをする
のではなく、一般会計から繰り入れを行い、
町民の健康と暮らしを守る気概を示すべき

報酬の引き上げは適正

医療費抑制の取組に期待

町民の生活支援を優先すべき

国に抜本改革を迫るべき

条例改正/その他

町 　 長
副 町 長
教 育 長
議 　 長
副 議 長
常任委員長
議 　 員

区　分
特別職給料及び議員報酬（月額） 　        単位：円

現　行 改 正 後 増　額
780,000
630,000
590,000
330,000
280,000
270,000
260,000

780,000
645,000
595,000
340,000
290,000
280,000
270,000

0
15,000
5,000
10,000
10,000
10,000
10,000

　
清
水
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
に
基
づ
き
、
物
価
高

騰
や
最
低
賃
金
の
上
昇
、
近
隣

自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
特
別

職
の
給
料
及
び
町
議
会
議
員
の

報
酬
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
適
正
な

教
員
数
の
維
持
・確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
県
内
に
お
い
て
定
数
未
配
置
の
学
校

が
存
在
し
て
お
り
、教
員
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。国
に
お
い
て
は
適
正
教

員
数
を
維
持
・
確
保
の
た
め
、次
の
事
項

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
内
容

の
見
直
し
を
進
め
、働
き
方
改
革
の

推
進
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
。

２　
教
職
調
整
額
を
引
き
上
げ
、時
間
外

勤
務
を
抑
制
す
る
た
め
の
法
整
備

を
進
め
る
こ
と
。

国
に
意
見
書
を
提
出
（
要
旨
）
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令和6年度 補正予算

空調設備空調設備をを整備整備空調設備を整備
小中学校特別教室小中学校特別教室にに小中学校特別教室に

小
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備

整
備
事
業

（
７
７
１
万
円
）

中
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備

整
備
事
業

（
６
４
６
万
円
）

　

国
の
補
助
金
が
採
択
さ

れ
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
繰

越
明
許
事
業
（
清
水
小
１
教

室
、
南
中
２
教
室
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
回
）

１
億
３
３
０
４
万
円
の
追
加

専決処分の承認
（令和６年度清水町一般会計補正予算（第６回））
静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約
職員の給与に関する条例及び特別職の職員の給料等に関する条例の一部を
改正する条例
令和６年度清水町一般会計補正予算（第７回）
令和６年度清水町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）
令和６年度清水町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）
令和６年度清水町下水道事業会計補正予算（第２回）
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及び議会の
個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
特別職の給料等に関する条例及び議会議員の報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例
国民健康保険税条例の一部を改正する条例
語学指導等を行う外国青年の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例
介護保険条例等の一部を改正する条例
消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
道路線の認定
道路線の変更
令和６年度清水町一般会計補正予算（第８回）
令和６年度清水町土地取得特別会計補正予算（第１回）
令和６年度清水町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４回）
令和６年度清水町介護保険事業特別会計補正予算（第３回）
令和６年度清水町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）
令和７年度清水町一般会計予算
令和７年度清水町土地取得特別会計予算
令和７年度清水町国民健康保険事業特別会計予算
令和７年度清水町介護保険事業特別会計予算
令和７年度清水町後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度清水町下水道事業会計予算
議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意見書の採択、
提出を求める陳情書
高額療養費制度の自己負担限度額引上げの撤回を求める意見書
公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意見書
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採択
否決
可決

議         　　　 案
佐
野
俊
光

吉
川
清
里

松
浦
俊
介

大
濱
博
史

松
下
尚
美

花
堂
晴
美

飯
田
安
雄

向
笠
達
也

野
田
敏
彦

寺
島
俊
郎

田
代
稔

海
野
豊
彦

森
野
夏
歩

審
議
結
果

〇は賛成、●は反対、議長は議事を行うため、賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ裁決します。    

（
議
長
）

令和７年第１回定例会審査結果
空調整備を進めている特別教室
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７人が町政を問う７人が町政を問う７人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

答
問

　
令
和
７
年
度
は
、
沼
津
市

新
中
間
処
理
施
設
建
設
負
担

事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が
控

え
、
扶
助
費
等
の
社
会
保
障

関
連
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
財
政
へ
の
圧
迫
が
続
く
。

今
後
の
財
政
運
営
を
町
長
に

問
う
。

　
　
今
年
度
の
一
般
会
計
の

予
算
は
１
３
３
億
９
０
０
０

万
円
で
、
令
和
６
年
度
と
比

較
し
て
21
億
６
８
０
０
万
円

（
19・３
％
）
の
増
額
と
な
り
、

町
政
史
上
最
大
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
町
税
の
安
定
的
な

確
保
や
国
の
交
付
金
の
活
用
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を
含

め
、
ど
の
よ
う
に
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

の
か
。

質問者の動画が
見られます　

　  （
町
長
） 

歳
入
で
は
、
町

税
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
、

人
的
体
制
の
強
化
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
な
ど

の
特
定
財
源
に
お
け
る
補
助

制
度
の
調
査
・
研
究
及
び
積

極
的
活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
額
の
た
め
の
新
た
な
取

組
の
ほ
か
、
未
利
用
財
産
の

活
用
や
受
益
者
負
担
の
定
期

的
な
見
直
し
に
も
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　
歳
出
は
選
択
と
集
中
に
よ

り
事
業
の
優
先
順
位
を
決
め
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
ひ
っ
迫
す
る
財
政

状
況
を
乗
り
越
え
て
い
く
。

　
　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

学
生
本
人
に
対
し
地
元
産
の

米
や
町
の
特
産
品
を
送
付
す

る
清
水
町
ふ
る
さ
と
学
生
応

援
事
業
を
実
施
し
、
同
封
す

問

整備が進む沼津市新中間処理施設

答問

答答 問

 今定例会から会派代表者による代表質問を行いました。代表質問は、町長の施政
方針が示される定例会で、施政方針や関連する予算議案の内容を質問します。

る
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
町
や
県
東
部
の
企
業
の
採

用
情
報
を
提
供
す
れ
ば
、
卒

業
後
に
町
へ
戻
っ
て
く
る
可

能
性
も
高
ま
る
。

　
さ
ら
に
、
卒
業
後
も
定
期

的
に
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
送
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
可
能
性
が
高
ま
る
と

思
わ
れ
る
が
、
継
続
事
業
に

で
き
な
い
か
。

　  （
町
長
） 

継
続
的
な
実
施

は
、
財
源
の
確
保
や
優
先
度

な
ど
に
十
分
な
検
討
を
加
え

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

　
　
令
和
12
年
１
月
稼
働
予

定
の
沼
津
市
新
中
間
処
理
施

設
（
新
ご
み
焼
却
施
設
）
は
、

建
設
工
事
費
３
１
１
億
５
２

０
０
万
円
で
落
札
さ
れ
た
。

　
町
の
建
設
費
負
担
に
つ
い

て
、
沼
津
市
と
の
協
議
内
容

及
び
そ
の
方
向
性
は
。　

　  （
町
長
） 

将
来
に
わ
た
り

安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
り
、
使
命
と
し
て
捉
え
、

全
て
の
可
能
性
を
念
頭
に
入

れ
な
が
ら
、
対
応
に
当
た
っ

て
き
た
。

　
概
算
で
、
建
設
費
に
係
る

負
担
金
は
約
33
億
円
、
こ
れ

ま
で
の
建
設
準
備
費
に
係
る

負
担
金
は
約
４
億
円
、
合
計

で
約
37
億
円
と
考
え
て
い
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
11
年
度
ま

で
の
４
年
間
で
、
８
年
度
に

１
億
５
０
０
０
万
円
、
９

年
度
に
３
億
９
０
０
０
万

円
、
10
年
度
に
16
億
９
０
０

０
万
円
、
11
年
度
に
14
億
７

０
０
０
万
円
と
想
定
し
て
お

り
、
財
源
は
町
債
の
一
般
廃

棄
物
処
理
事
業
債
で
約
30
億

円
、
一
般
財
源
で
約
７
億
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

松
ま つ う ら

浦 俊
しゅんすけ

介
湧創フォーラム

代 

表
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今
後
の
政
策
や
事
業
の
審

議・議
論
の
基
と
す
る
た
め
、

町
政
運
営
の
重
点
施
策
や
基

本
方
針
を
問
う
。

　
　
都
市
計
画
道
路
玉
川
卸

団
地
線
と
狩
野
川
新
橋
を
結

ぶ
玉
川
卸
団
地
線
南
伸
道
路

の
整
備
と
周
辺
の
面
的
土
地

利
用
に
つ
い
て
、
事
業
化
に

向
け
た
進
捗
支
援
と
見
通
し
、

町
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

　  （
町
長
） 

令
和
８
年
度
以

降
の
事
業
認
可
を
目
標
と
し

て
、
早
期
実
現
に
向
け
権
利

者
説
明
会
や
現
況
測
量
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
町
民
へ

の
情
報
提
供
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
に
お

い
て
一
定
の
方
向
性
を
示
し

　
　
高
齢
者
支
援
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
期
待
さ
れ
る
効
果

と
は
。

　  （
町
長
） 

サ
ー
ビ
ス
等
の

情
報
を
高
齢
者
や
家
族
の
ほ

か
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や

介
護
関
係
事
業
者
な
ど
と
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
供

サ
ー
ビ
ス
等
の
認
識
や
活
用

の
さ
ら
な
る
浸
透
が
期
待
で

き
、
関
係
団
体
・
機
関
と
の

連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の

見
守
り
等
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
。

　
　
こ
う
じ
文
化
を
活
用
し

た
新
商
品
開
発
な
ど
の
展
望

は
。

　

  （
町
長
） 

昨
年
度
に
清
水

町
商
工
会
が
中
心
と
な
り
、

こ
う
じ
に
着
目
し
た
５
年
間

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し

た
。
商
工
会
、企
業
、地
域
、

行
政
が
連
携
し
、
新
た
な
特

産
品
開
発
を
は
じ
め
と
す
る

て
い
る
も
の
の
、
関
係
権
利

者
と
の
合
意
形
成
に
注
力
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
化
に
向
け
、
熟
度

が
高
ま
っ
た
際
に
は
広
報
等

に
よ
り
広
く
情
報
提
供
し
て

い
く
。

　
　
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編

計
画
に
お
け
る
よ
り
良
い
環

境
と
は
。

　  （
町
長
） 

民
間
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
施
設
の
整
備
、
適
切

な
集
団
規
模
の
確
保
、
支
援

が
必
要
な
子
供
へ
の
対
応
、

老
朽
化
し
た
建
物
へ
の
対
策

等
、
多
様
な
保
育
・
教
育
の

提
供
す
る
こ
と
と
考
え
て
い

る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
町
全
体
で

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、

産
業
振
興
と
観
光
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
清
水
町
の
目
指
す
将
来

都
市
像
「
く
ら
し
や
す
さ
で

未
来
を
と
も
に
つ
く
る
ま
ち

清
水
町
」
の
実
現
に
向
け
た

町
民
と
の
協
働・協
創
と
は
。

　

  （
町
長
） 

全
て
の
方
が
ま

ち
づ
く
り
の
主
人
公
と
な
り
、

自
発
的
に
活
動
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
対
話
を

協
働
・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を

町
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公

答
問

質問者の動画が
見られます

答

答

答 答

答

答

大
お お は ま

濱 博
ひ ろ し

史
新生会

問

問

問 問

問

問 大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来
へ

の
思
い
を
託
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
町
の
教
育
行
政
と
し
て
、

教
育
の
質
の
確
保
、
教
育
政

策
へ
の
考
え
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
よ
り
き
め
細
や
か

な
教
育
環
境
と
は
。

　

  

（
教
育
長
） 

７
年
度
は
、

か
わ
せ
み
教
室
の
指
導
員
を

増
員
し
、
特
別
支
援
学
級
や

外
国
籍
児
童
生
徒
へ
の
対
応

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

協働・協創のまちづくりを

代 表 質 問

代 

表
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住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
組
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
論
が
深
め
ら
れ
る
取
組
を
研
究
し
て
い
く

答
問

　
社
会
経
済
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に

的
確
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
住
民
等
の
意
向
を
反
映

す
る
取
組
を
伺
う
。

問　
「
く
ら
し
や
す
さ
で
未

来
を
と
も
に
つ
く
る
ま
ち
・

清
水
町
」
の
実
現
に
向
け
た

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
の
取
組
は
。

　  （
町
長
） 

従
来
の
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
各
種
委
員
会
・
各
種
団

体
へ
の
聞
き
取
り
に
加
え
、

専
門
的
な
意
見
を
踏
ま
え
た

議
論
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
な

取
組
を
研
究
し
て
い
く
。

未来を創る若者たちの提案

問　
市
街
化
調
整
区
域
の
土

地
利
用
方
針
は
。

　  （
町
長
） 

関
係
す
る
土
地

所
有
者
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
土
地
利
用

の
可
能
性
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
市
街
化
調
整
区
域
と

し
て
の
性
格
は
維
持
し
つ
つ

も
、
可
能
な
限
り
、
暮
ら
し

の
維
持
・
産
業
振
興
な
ど
に

つ
な
が
る
方
針
と
な
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

問　
災
害
時
に
避
難
行
動
が

容
易
に
と
れ
る
よ
う
、
防
災

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供

す
る
体
制
は
。

　  （
町
長
） 

各
種
ソ
フ
ト
施

策
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

展
開
し
、
住
民
の
自
助
の
強

化
に
力
点
を
置
い
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
公
共
交
通
施
策
の
指
針

と
な
る
地
域
公
共
交
通
計
画

の
具
体
的
な
策
定
方
針
は
。

　  （
町
長
） 

国
や
県
の
ほ
か
、

公
共
交
通
を
担
う
交
通
事
業

者
や
利
用
者
で
あ
る
町
民
な

ど
に
よ
る
協
議
に
加
え
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各
種
団
体

に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
幅
広
い
年
代

や
立
場
の
方
々
の
意
見
を
聴

取
す
る
と
と
も
に
、
生
活
圏

を
共
に
す
る
近
隣
市
町
の
状

況
等
を
加
味
し
、
広
域
的
か

つ
地
域
性
も
考
慮
し
た
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

　
　
今
後
の
学
校
施
設
の
在

り
方
を
検
討
す
る
上
で
、
児

童
・
生
徒
、
保
護
者
、
教
職

員
、
地
域
の
方
々
の
意
見
や

希
望
を
反
映
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　  （
町
長
） 

今
後
の
学
校
施

設
の
整
備
に
お
い
て
は
、
多

く
の
意
見
を
伺
い
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
施

設
と
し
て
整
備
を
し
て
い
く
。

　
　
全
て
の
子
供
た
ち
が
安

心
で
き
る
環
境
、
居
心
地
の

よ
い
学
校
づ
く
り
の
取
組
は
。

　

  （
教
育
長
） 

子
供
た
ち
が

主
体
的
に
学
べ
る
授
業
や
環

境
を
通
し
て
、
一
人
一
人
が

認
め
ら
れ
、
相
手
を
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
全

て
の
子
供
た
ち
が
安
心
で
き

る
環
境
、
居
心
地
の
よ
い
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

問

問

問

松
ま つ し た

下 尚
な お み

美
絆の会

問

問問

答

答

答

答

答

答

質問者の動画が
見られます

代 

表
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利便性を高めた公共交通計画に

今
後
の
町
財
政
の
見
通
し
は

数
年
間
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

答
問

　
令
和
７
年
度
以
降
の
町
財

政
は
、
町
債
が
増
え
、
財
政

調
整
基
金
が
減
る
危
機
的
状

況
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
。　

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

は
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
予
算
が
１
３
３
億
円
と
過

去
最
大
と
な
っ
た
理
由
は
。

　  （
町
長
） 

南
小
学
校
北
校

舎
改
築
事
業
の
本
格
化
、
障

害
者
福
祉
関
連
の
扶
助
費
や

制
度
改
正
に
伴
う
児
童
手
当

の
増
額
、
小
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
に
係

る
経
費
な
ど
を
計
上
し
た
こ

と
か
ら
、
過
去
最
大
と
な
っ

た
。

　
　
中
期
財
政
計
画
で
は
５

年
後
の
町
債
残
高
（
借
金
）

は
約
１
１
９
億
円
に
な
る

一
方
で
財
政
調
整
基
金(

貯

金)

が
３
１
０
０
万
円
し
か

な
い
。
今
後
の
町
債
残
高
と

財
政
調
整
基
金
の
見
込
み
は
。

　  

（
町
長
） 

町
債
残
高
は
、

令
和
９
年
度
以
降
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
財
政
調
整
基
金
は
、
玉
川

卸
団
地
線
南
伸
道
路
整
備
事

業
や
沼
津
市
新
中
間
処
理
施

設
建
設
負
担
事
業
な
ど
の
大

規
模
建
設
事
業
の
影
響
で
減

少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、

即
座
に
回
復
す
る
見
込
み
が

な
い
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
沼
津
市
新
中
間
処
理
施

設
の
負
担
金
は
３
年
間
で
約

37
億
円
。
こ
の
負
担
金
が
財

政
に
与
え
る
影
響
は
。

　  （
町
長
） 

令
和
８
年
度
か

ら
11
年
度
に
か
け
て
負
担
金

を
支
出
す
る
予
定
で
あ
り
、

10
年
度
、
11
年
度
に
は
10
億

円
を
超
え
る
支
出
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
負
担
金
の
財
源

は
、
主
に
町
債
の
一
般
廃
棄

物
処
理
事
業
債
を
使
用
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
一

定
の
一
般
財
源
の
支
出
が
必

要
と
な
る
ほ
か
、
後
年
度
に

元
利
償
還
金
が
生
じ
る
。

　
　
７
年
度
も
含
め
た
今
後

の
町
財
政
の
見
通
し
は
。

　  

（
町
長
） 

町
債
残
高
は

年
々
増
加
し
て
い
く
が
、
実

質
公
債
費
比
率
は
直
ち
に
増

加
し
て
い
く
こ
と
は
な
い
と

推
察
し
て
い
る
。
財
政
調
整

基
金
残
高
は
、
目
標
額
の
約

14
億
円
を
大
き
く
下
回
る
こ

と
か
ら
、
今
後
数
年
間
の
財

政
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

事
業
の
優
先
順
位
を
よ
り
一

層
明
確
化
し
て
、
最
大
限
、

町
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問

答

　
　
今
後
の
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
は
。
改
修
や
改

築
に
必
要
な
町
債
が
将
来
世

代
の
重
荷
と
な
ら
な
い
か
。

　  （
町
長
） 

施
設
の
長
寿
命

化
は
、
今
後
、
情
勢
の
大
き

な
変
化
に
よ
り
、
遅
れ
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
将
来
に
わ

た
り
住
民
生
活
に
必
要
な
公

共
財
産
を
有
効
活
用
し
て
い

く
た
め
に
、
町
の
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
く
。
公
共
施
設
に
要
す
る

将
来
の
負
担
は
、
着
実
に
国

や
県
の
財
源
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
実
質
公
債
費
比

率
な
ど
の
財
政
負
担
を
示
す

財
政
指
標
に
留
意
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

　
　
公
共
交
通
の
広
域
化
の

取
組
は
。
循
環
バ
ス
運
行
の

見
直
し
は
あ
る
の
か
。

　  （
町
長
） 

本
町
は
近
隣
市

町
を
含
め
て
生
活
圏
域
が
構

成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
広
域

的
な
連
携
に
向
け
て
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
く
。
循
環

バ
ス
は
、
公
共
交
通
計
画
の

策
定
を
通
じ
て
、
見
直
し
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

答

答

答

答

答

吉
よ し か わ

川 清
き よ り

里
日本共産党議員団

問

問

問

問

問

質問者の動画が
見られます

代 表 質 問
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ふ
る
さ
と
納
税
に
体
験
型
返
礼
品
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
発
に
向
け
て
調
整
中
　

答
問

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に

よ
り
自
主
財
源
を
確
保
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
実

現
に
向
け
た
戦
略
を
問
う
。

　
　
本
町
の
令
和
４
年
度
か

ら
６
年
度
ま
で
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
額
、流
出
額（
町

の
個
人
住
民
税
の
控
除
額
）、

差
額
の
推
移
は
。

　  （
産
業
観
光
課
長
） 

令
和

４
年
度
の
寄
附
額
は
２
３
０

４
万
円
、
流
出
額
６
４
７
６

万
円
、差
額
４
１
７
２
万
円
、

令
和
５
年
度
の
寄
附
額
は
３

２
６
０
万
円
、
流
出
額
７
２

４
５
万
円
、
差
額
３
９
８
５

万
円
、
令
和
６
年
度
１
月
末新たな返礼品を支援し自主財源の確保を

現
在
の
寄
附
額
は
３
６
６
２

万
円
、
流
出
額
８
４
２
８
万

円
、
差
額
４
７
６
６
万
円
で

あ
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

税
収
流
出
を
抑
え
る
た
め
の

対
策
は
。

　  （
産
業
観
光
課
長
） 

寄
附

者
の
意
向
に
よ
り
寄
附
が
で

き
る
制
度
で
あ
る
た
め
、
他

の
自
治
体
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
抑
制
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
返
礼
品
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
サ
イ
ト
の
数
を
増
や

す
ほ
か
、
様
々
な
手
段
で
寄

附
額
の
増
加
に
努
め
て
い
る
。

　
　
本
町
の
返
礼
品
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
新
た
な
特

産
品
や
柿
田
川
、
狩
野
川
の

自
然
を
活
か
し
た
体
験
型
返

礼
品
を
開
発
す
る
計
画
は
。

　  （
産
業
観
光
課
長
） 
商
工

会
が
中
心
と
な
り
、
こ
う
じ

を
活
用
し
た
新
た
な
特
産
品

花
は な ど う

堂 晴
は る み

美

答

開
発
に
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
大
使
を

活
用
し
た
町
な
ら
で
は
の
体

験
型
返
礼
品
の
開
発
に
向
け

て
調
整
中
で
あ
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら

な
る
販
路
拡
大
と
事
業
者
へ

の
支
援
強
化
を
目
的
と
し
、

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
実
際
に
事
業
者
に
出
向

き
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
課
題

や
効
果
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
は

ど
う
か
。

　  （
産
業
観
光
課
長
） 

事
業

者
へ
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
年
度
当
初
に
訪
問
し
、

制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
や

意
見
聴
取
等
を
実
施
し
て
い

る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
新
た

な
返
礼
品
の
開
拓
や
各
事
業

所
の
取
組
、
工
夫
な
ど
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
た
め
、
今
後
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
額
の
増
加
に
努

め
て
い
く
。

　
こ
の
ほ
か
「
職
員
減
少
時

代
の
人
事
戦
略
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

問

問

問

答 問

（イメージ）

質問者の動画が
見られます

答

答
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見
守
り
隊
を
継
続
す
る
た
め
の
対
策
は

活
動
を
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

答
問

　
子
ど
も
見
守
り
隊
は
、
高

齢
化
や
な
り
手
不
足
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
継
続
で
き
な

く
な
る
状
況
に
あ
る
た
め
、

町
の
取
組
を
問
う
。

　
教
育
長
に
町
の
教
育
に
対

す
る
理
想
や
夢
を
伺
う
。

　
　
子
ど
も
見
守
り
隊
の
活

動
は
、
全
国
的
に
も
犯
罪
防

止
や
交
通
事
故
防
止
に
寄
与

し
て
い
る
。
平
成
18
年
か
ら

19
年
間
活
動
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
町
は
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

　

  （
教
育
長
） 

子
供
見
守
り

活
動
は
、
地
域
の
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
を
地
域
ぐ
る
み

で
育
て
る
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
は
も
と

よ
り
、
多
く
の
保
護
者
に
安

心
感
を
与
え
る
な
ど
、
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

　
　
子
ど
も
見
守
り
隊
の
現

状
と
課
題
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

見
守

り
隊
員
の
高
齢
化
や
世
代
交

代
が
進
ま
ず
、
隊
員
が
減
少

し
て
い
る
。
犬
の
散
歩
や
庭

の
掃
除
な
ど
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
急
な
下
校
時
に
お

け
る
情
報
の
伝
達
方
法
も
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
　
見
守
り
隊
へ
の
支
援
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

課
題

を
調
査
し
、
ど
の
よ
う
な
支

援
・
協
力
が
で
き
る
か
検
討

す
る
。

　
　
見
守
り
隊
の
活
動
中
に

事
故
等
に
遭
遇
し
た
場
合
の

補
償
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

原
則
、

町
が
加
入
し
て
い
る
全
国
町

村
総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度

が
適
用
さ
れ
る
。
補
償
内
容

は
、
死
亡
５
０
０
万
円
、
後

遺
障
害
20
万
円
か
ら
５
０
０

万
円
、
入
院
２
万
円
か
ら
30

万
円
、
通
院
が
５
０
０
０
円

か
ら
12
万
円
で
あ
る
。

　
　
活
動
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
も
各
地
区
で
の
活
動

状
況
を
共
有
す
る
た
め
の
見

守
り
隊
連
絡
協
議
会
等
を
設

置
し
、
情
報
交
換
の
場
を
設

け
て
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

各
校

の
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い

て
、
取
組
や
活
動
な
ど
を
取

り
上
げ
、
校
区
ご
と
の
情
報

交
換
等
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

新
教
育
長
に
聞
く

問

問

問問

問

答

答

答答

答

野
 の  だ  

田 敏
と し ひ こ

彦

　
　
全
国
的
に
も
見
守
り
隊

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
継

続
に
向
け
た
対
策
は
。

　

  （
町
長
） 

見
守
り
活
動
に

敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
見
守
り
活
動
は
大

変
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
減
少
傾
向
に
あ
る
見
守

り
隊
の
皆
様
の
活
動
を
で
き

る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
供

た
ち
の
安
全
と
安
心
に
努
め

る
。

問　
清
水
町
の
教
育
に
対
す

る
理
想
や
夢
は
。

　  （
教
育
長
） 

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
か
わ
せ
み
教
室
や

学
校
運
営
協
議
会
等
で
蓄
積

さ
れ
た
実
績
を
高
め
、
地
域

に
根
づ
い
た
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
。
子
供
た
ち
が
豊
か

な
将
来
を
夢
見
る
こ
と
が
で

き
る
清
水
町
の
教
育
の
推
進

に
努
め
る
。

問

問

答

答

早朝から活動する子ども見守り隊

質問者の動画が
見られます

個 人 質 問
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で読みやすい議会だよりの編集方法や町民参加
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とができました。
　共通していたことは、編集方針を定めている
こと、住民の声を積極的に取り入れていること
でした。今回の視察を参考に、皆様の心に届く
紙面を目指していきます。

民生文教委員会 良質な栄養をおいしく摂ること

令和7年 3月 7日
清水中学校

　物価上昇の影響を受けている学校給食の今を
知るために、清水中学校を訪問しました。
　麺類は、後継者不在などから製麺業者が減っ
てきていて、提供できる回数が限られているこ
と、牛乳のストローは脱プラスチックのため廃
止になっていることがわかりました。牛乳パッ
クから直接飲むアイデア、飲み終えた後は折り
たたまずに開いて回収し、資源として再利用し
ていることなど、給食を取り巻く環境の変化を
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　物価高にあっても、栄養不足にならないため
に魚・小魚・肉をバランスよく使う、味に変化を
付けるなど、調理の工夫が随所に見られました。

ここでは１月から３月にかけて実施した委員会の視察について報告します。
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有
害
物
質
の
詳
し
い
調
査
と
住
民
説
明
を

沼
津
市
と
協
議
し
情
報
提
供
に
努
め
る

答
問

　
沼
津
市
旧
ご
み
焼
却
場
か

ら
基
準
値
以
上
の
有
害
物
質

が
検
出
さ
れ
た
。
調
印
後
に

公
表
し
た
こ
と
や
隣
接
す
る

外
原
区
へ
の
十
分
な
説
明
が

な
い
こ
と
は
、
住
民
不
在
で

は
な
い
か
。

　
　
調
印
後
に
公
表
し
た
理

由
は
。

 　

 （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
市
と
の
間
で
事
務
委
託
に

関
す
る
詳
細
な
事
項
の
事
務

協
議
を
進
め
て
い
る
中
で
、

沼
津
市
が
特
定
有
害
物
質
の

対
応
等
の
決
定
の
時
期
を
沼

津
市
議
会
の
日
程
と
調
整
を

図
っ
て
公
表
し
た
こ
と
に
よ

り
、
結
果
的
に
調
印
日
の
後

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
汚
染
土
搬
出
の
費
用
負

担
割
合
は
。

 　

 （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
市
と
の
間
で
予
定
さ
れ
て

い
る
新
中
間
処
理
施
設
の
建

設
費
用
負
担
等
の
詳
細
な
事

項
と
併
せ
、
汚
染
土
搬
出
等

の
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
協

議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
　
外
原
区
で
の
詳
し
い
調

査
と
住
民
へ
の
説
明
を
沼
津

市
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

 　

 （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

汚

染
土
の
無
害
化
処
理
な
ど
に

関
す
る
説
明
会
の
対
応
等
は
、

詳
細
な
事
項
が
明
ら
か
に

な
っ
た
段
階
で
沼
津
市
と
協

議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
引
き
続
き
適
時
適
切

な
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い

く
。

訪
問
介
護
事
業
者
へ
支
援
を

　
　
必
要
な
介
護
が
受
け
ら

れ
な
い
旨
の
声
を
聴
く
が
、

町
の
認
識
は
。

 

　 （
福
祉
介
護
課
長
） 

介
護

が
必
要
な
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
希
望
す
る
施
設
が
常

に
満
床
で
す
ぐ
に
入
所
で
き

な
い
、
自
宅
に
ヘ
ル
パ
ー
を

希
望
ど
お
り
に
派
遣
し
て
も

ら
え
な
い
な
ど
、
施
設
に
お

い
て
も
在
宅
に
お
い
て
も
、

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
問
題
が
全
国
的

に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
要
因
は
、
主
に
介
護
を

担
う
若
者
の
数
が
全
国
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
介

護
現
場
の
人
材
不
足
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
介
護
報
酬
減
額
に
よ
る

町
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
へ

の
影
響
は
。

 　

 （
福
祉
介
護
課
長
） 

町
内

の
訪
問
介
護
事
業
所
に
運
営

状
況
を
確
認
し
た
が
、
今
回

の
改
定
に
よ
る
影
響
を
推
し

量
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
新
潟
県
村
上
市
で
は
訪

問
介
護
事
業
所
へ
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
本
町
で
も
取

り
組
め
な
い
か
。

 　

 （
福
祉
介
護
課
長
） 

他
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
平
等

性
の
観
点
や
実
施
財
源
の
確

保
の
ほ
か
、
行
政
区
域
に
関

係
な
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
な

さ
れ
て
い
る
現
在
の
仕
組
み

の
中
で
は
、
町
単
独
で
の
制

度
創
設
は
課
題
が
多
く
、
難

し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

森
も り の

野 夏
か ほ

歩

旧ごみ焼却場から基準値以上の有害物質が検出された

問

問問

問

問

答

答答

答

答

新たに有害物質が確認された箇所

既に有害物質が確認されている箇所

貯じんピットの状況

質問者の動画が
見られます　問答

個 人 質 問
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　全国町村議会議長会の広報コンクールで受賞
をした２つの自治体を視察しました。町民目線
で読みやすい議会だよりの編集方法や町民参加
型にする仕組み、編集方針の作成などを学ぶこ
とができました。
　共通していたことは、編集方針を定めている
こと、住民の声を積極的に取り入れていること
でした。今回の視察を参考に、皆様の心に届く
紙面を目指していきます。

民生文教委員会 良質な栄養をおいしく摂ること

令和7年 3月 7日
清水中学校

　物価上昇の影響を受けている学校給食の今を
知るために、清水中学校を訪問しました。
　麺類は、後継者不在などから製麺業者が減っ
てきていて、提供できる回数が限られているこ
と、牛乳のストローは脱プラスチックのため廃
止になっていることがわかりました。牛乳パッ
クから直接飲むアイデア、飲み終えた後は折り
たたまずに開いて回収し、資源として再利用し
ていることなど、給食を取り巻く環境の変化を
感じました。
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シ
ヅ
ク
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
県
内
の
中
高
生
が
地
元

の
企
業
と
協
力
し
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
提

案
を
す
る
活
動
で
す
。

　
㈱
木
村
鋳
造
所
、
㈱
エ
ス

テ
ッ
ク
と
と
も
に
参
加
し
た

清
水
中
学
校
生
徒
に
、
未
来

を
創
造
す
る
提
案
と
感
想
を

伺
い
ま
し
た
。

―
テ
ー
マ
は
ど
の
よ
う
に
決

め
た
の
で
す
か
。

　
サ
ウ
ナ
好
き
の
生
徒
が
柿

田
川
の
湧
水
を
水
風
呂
と
す

る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
き
決

め
ま
し
た
。

発
行

：
清

水
町

議
会

　
編

集
：

広
報

広
聴

委
員

会
〒

411-8650  静
岡

県
駿

東
郡

清
水

町
堂

庭
210-1

印
刷

：
株

式
会

社
東

海
印

刷
TEL 055-981-8240  FAX 055-973-3913
m

ail:gikai＠
tow

n.shizuoka-shim
izu.lg.jp

　
青
空
に
若
葉
が
映
え
る
季

節
と
な
り
、
町
に
春
の
爽
や

か
な
風
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
長
期

化
す
る
物
価
高
騰
へ
の
対
策

や
未
来
を
見
据
え
た
新
年
度

予
算
の
取
組
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
等
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
を
行
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
の
施
政
方
針

に
対
す
る
４
会
派
の
代
表
質

問
を
初
め
て
実
施
し
、
議
会

の
活
性
化
を
目
指
す
新
た
な

動
き
を
進
め
ま
し
た
。

　
春
の
息
吹
が
地
域
に
明
る

い
未
来
を
も
た
ら
す
よ
う
、

議
会
も
活
発
な
議
論
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
下
）

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
長　
佐
野　
俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
松
下　
尚
美

副
委
員
長　
野
田　
敏
彦

委　
員　
大
濱　
博
史

寺
島　
俊
郎

田
代　
稔

　
　
　
　
　
　
森
野　
夏
歩　

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
7
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

26
円
で
す
。

編
集
後
記
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議会を傍聴
してみませんか

お知らせ

ロケット部品で柿田川公園を宇宙空間に

木村鋳造所の技術をサウナに活用

議員がインタビュー

　
宇
宙
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
エ
ス
テ
ッ
ク
の
ロ
ケ
ッ

ト
部
品
を
活
用
し
、
柿
田
川

公
園
を
宇
宙
空
間
と
し
て
ア

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

―
反
省
点
、
気
付
い
た
点
、

自
分
自
身
の
変
化
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

石
丸
さ
ん　
伝
え
る
工
夫
や

周
囲
と
協
力
を
重
ね
る
中
で
、

本
気
で
取
り
組
む
こ
と
の
楽

し
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

大
城
さ
ん　
仲
間
と
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
一
番
感

じ
ま
し
た
。
周
り
と
話
す
こ

と
で
、
自
分
の
改
善
点
に
も

気
付
き
ま
し
た
。

酒
井
さ
ん　
伝
わ
る
文
字
の

大
き
さ
や
効
果
的
な
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
が
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

山
口
さ
ん　
自
分
の
絵
を
Ｃ

Ｇ
化
し
て
も
ら
う
な
ど
、
企

業
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
き
た
経
験
で
し
た
。

渡
辺
さ
ん　
話
し
合
っ
て
意

見
を
固
め
る
力
や
想
像
力
を

育
む
力
な
ど
様
々
な
力
が
身

に
付
き
ま
し
た
。

川
内
さ
ん　
発
表
準
備
が
不

十
分
だ
っ
た
こ
と
が
反
省
で

す
が
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
で
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

五
味
さ
ん　
分
か
り
や
す
い

伝
え
方
や
プ
レ
ゼ
ン
技
術
、

ス
ラ
イ
ド
作
成
の
セ
ン
ス
が

向
上
し
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
な
ら
で
は
の
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
湧
水
や
鋳
造
技
術
、

ロ
ケ
ッ
ト
部
品
な
ど
地
元
企

業
の
強
み
を
活
か
し
て
未
来

を
創
造
す
る
姿
勢
が
素
晴
ら

し
く
、
観
光
客
の
増
加
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
点
で
非
常
に

意
義
深
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
松
下
）

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちして
います。　

  次の定例会は
  5 月 28 日　午前 9 時  
  開会予定です。


